
平
成
29
年
度　
　
　
　
　

研
究
開
発
委
員
会
指
導
資
料
集
〔
高
等
学
校
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
教
育
委
員
会



 
 



－1－ 
 

 

高等学校研究開発委員会 
 

 

目 次 

 

Ⅰ 研究の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

Ⅱ 研究の方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

Ⅲ 研究の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 

国語研究開発委員会の取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 

地理歴史・公民研究開発委員会の取組 ・・・・・・・・・・・・22 

 

数学研究開発委員会の取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・44 

 

理科研究開発委員会の取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・62 

 

外国語研究開発委員会の取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・86 

 

 



－2－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－3－ 
 

〈高等学校研究開発委員会〉 
（国語、地理歴史・公民、数学、理科、外国語） 

研究主題 

「各教科における『深い学び』を実現するための教材の開発」 

研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 研究の目的 

21 世紀の社会は知識基盤社会であり、新しい知識や情報、新たな技術が、社会のあらゆる

領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増していくと言われている。そうした中で近年

顕著となってきているのは、知識や情報、技術をめぐる変化の速さが加速度的となり、情報

化やグローバル化といった社会の変化が、人間の予測を超えて進展するようになってきてい

ることである。しかもこのような変化が、どのような職業や人生を選択するかにかかわらず、

全ての子供たちの生き方に影響するものとなっている。 

   「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改訂及び必要

な方策等について（答申）」（文部科学省 平成 28 年 12 月 21 日）（以下、「答申」という。）

では、このような時代を生き抜くため、学習する子供の視点に立ち、学校教育を通じて子供

たちが身に付けるべき資質・能力を、次の資質・能力の三つの柱として整理するとともに、

教科等の目標や内容についても、この三つの柱に基づいて再整理するものとしている。 

①「何を理解しているか、何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」 

②「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力、

判断力、表現力等」の育成）」 

③「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそ

うとする「学びに向う力、人間性等」の涵養）」 

こうした資質・能力は、教科等の学習から離れて単独に育成されるものではなく、関連が

深い教科等の内容事項と関連付けながら育まれるものである。また、資質・能力の育成には

知識の質や量が重要であり、教科等の学習内容が資質・能力の育成を支えている。こうした

教科等の学習の意義を再確認しながら、教科等間や、幼小、小中、中高の縦の校種間のつな

がりの見通しをもつことで、教科等における学習の成果を、「何を知っているか」にとどまら

ず、「何ができるようになるか」にまで発展させることが求められる。 

平成 29 年度高等学校研究開発委員会は、「各教科における『深い学び』を実現するための

教材の開発」を共通の研究主題として設定し、学習指導要領改訂の趣旨を踏まえた、子供た

ちの「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、特に各教科における「深い学び」に着目

して教材開発を行った。  

各教科における「見方・考え方」や育成すべき「資質・能力」について研究するとともに、

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深

く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思

いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」を実現するための教材を開発する

こととした。  
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  このような学びを支えるものは、個々の教員の指導改善の工夫や教材研究であるが、その

視点は、子供たちが「どのように学ぶか」を追究することに向けられたものでなくてはなら

ない。とりわけ、子供たちが主体的に、対話的に、深く学んでいくことによって、学習内容

を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解したり、未来を切り拓くために必要な資質・能

力を身に付けたり、生涯にわたって能動的に学び続けたりすることができるよう学びの質を

重視した改善を図っていかなければならない。子供たちのこうした学びを実現するため、教

員一人一人が、子供たちの発達段階や発達の特性、子供の学習スタイルの多様性や教育的ニ

ーズと教科等の学習内容、単元の構成や学習の場面等に応じた方法について研究を重ね、ふ

さわしい方法を選択しながら、工夫して実践できるようにすることが重要である。 

  こうした背景を踏まえ、平成 29 年度高等学校研究開発委員会では、子供たちの「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向け、子供たちの「学びの深まり」や質の高い「深い学び」に

着目し、知識を習得し、活用する学びの中で、もっている知識や学んだ知識を関連付けてよ

り深く理解したり、読んだり聞いたりしたことを精査して考えを形成したり、思いや考えを

基に新たな意見等を書いたり話したりするための教材を開発することとした。 

 

Ⅱ 研究の方法 

１ 各教科における「見方・考え方」や身に付けさせる資質・能力の把握 

子供たちは、各教科における習得・活用・探究という学びの過程において、各教科で習得

した概念（知識）を活用したり、身に付けた思考力を発揮させたりしながら、知識を相互に

関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決

策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう。こうした学びを通じて、資

質・能力がさらに伸ばされたり、新たな資質・能力が育まれたりしていく。 

その過程においては、「どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくの

か」という、物事を捉える視点や考え方も鍛えられていく。こうした視点や考え方には、教

科それぞれの学習の特質があり、各教科を学ぶ本質的な意義の中核をなすものとして、教科

の教育と社会をつなぐものである。子供たちが学習や人生において「見方・考え方」を自在

に働かせられるようにすることにこそ、教員の専門性が発揮されることが求められる。 

  また、子供たちに必要な資質・能力を育んでいくためには、各教科での学びが、一人一人

のキャリア形成やよりよい社会づくりにどのようにつながっているのかを見据えながら、各

教科をなぜ学ぶのか、それを通じてどういった力が身に付くのかという、教科を学ぶ本質的

な意義を明確にすることが必要になる。こうした各教科の意義が明確になることにより、教

科と教育課程全体の関係付けや、教科等横断的に育まれる資質・能力との関係付けが容易と

なり、教育課程をどのように工夫・改善すれば子供たちの資質・能力の育成につながるのか

という、教科等を越えた教職員の連携にもつながる。 

  各教科における資質・能力は、知識や技能のみならず、それぞれの体系に応じた思考力、

判断力、表現力等や学びに向かう力や人間性等を、それぞれの教科等の文脈に応じて、内容

的に関連が深く子供たちの学習対象としやすい内容事項と関連付けながら育まれていく。例

えば、思考力は、国語や外国語において様々な資料から必要な情報を整理して自分の考えを
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まとめる過程や、地理歴史や公民において社会的事象から見いだした課題や多様な考え方を

多面的・多角的に考察して自分の考えをまとめていく過程、数学において事象を数学的に捉

えて問題を設定し、解決の構想を立てて考察していく過程、理科において自然の事象を、目

的意識をもって観察・実験し科学的に探究する過程などを通じて育まれていく。これらの思

考力を基盤に判断力や表現力等も同様に、各教科の中でその内容に応じ育まれる。学びに向

かう力、人間性等についても同様であり、各教科を通じて育まれた社会観や自然観、人間観

などは、「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか」を決定する重要な要素

となっていく。 

以上のことから、子供たちの学びの過程における「見方・考え方」と資質・能力の関係性

や各教科の特質を踏まえつつ、各教科における「見方・考え方」や身に付けさせる資質・能

力を明らかにし、把握していくことが大切である。 

２ 各教科における「深い学び」の考察 

全ての教科において「主体的・対話的で深い学び」の実現が求められているが、学びの「深

まり」の鍵となるのが、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」である。前述のように「見

方・考え方」は、新しい知識や技能を既にもっている知識や技能と結び付けながら深く理解

し、社会の中で生きて働くものとして習得したり、思考力、判断力、表現力を豊かなものと

したり、社会や世界にどのように関わるのかの視座を形成したりするために重要なものであ

る。既に身に付けた資質・能力の三つの柱によって支えられた「見方・考え方」が、習得・

活用・探究という学びの過程の中で働くことを通じて、資質・能力が更に伸ばされたり、新

たな資質・能力が育まれたりし、それによって「見方・考え方」が一層豊かなものになると

いう相互の関係にある。 

質の高い「深い学び」を目指す中で、教員には、指導方法を工夫して必要な知識や技能を

教授しながら、それに加えて、子供たちの思考を深めるために発言を促したり、気付いてい

ない視点を提示したりするなど、学びに必要な指導の在り方を追究し、必要な学習環境を積

極的に設定していくことが求められる。そうした中で、着実な習得の学習が展開されてこそ、

主体的・能動的な活用・探究の学習を展開することができると考えられる。 

以上を踏まえ、学習の内容と方法の両方を重視し、子供の学びの過程を質的に高めていく

ことを目指して、各教科における「深い学び」について、幅広い視点から考察することが重

要である。 

３ 「深い学び」を実現するための教材の開発 

各教科の特質に応じた「見方・考え方」や各教科で育成すべき資質・能力を明らかにする

とともに、単元や題材のまとまりの中で、例えば主体的に学習を見通し振り返る場面をどこ

に設定するか、グループなどで対話する場面をどこに設定するか、学びの深まりを作り出す

ために、子供が考える場面と教員が教える場面をどのように組み立てるか、といった視点を

もちながら、各教科の学習を通じて「深い学び」を実現するための教材を開発した。  
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Ⅲ 研究の内容 

１ 国語研究開発委員会の取組 

(1)  研究の概要 

   今年度の国語部会では、育成すべき資質・能力を明確にした上で、子供たちの深い学び

を実現する授業場面を意図的・計画的に設定することに取り組んでいる。学習指導案を作

成するに当たり、単元計画に、深い学びにつながる学習場面を明示し、更に深い学びにつ

ながる具体的な指導場面例を明示する。言葉の意味、働き、使い方に着目しながら、各自

の考えを形成したり、知識を相互に関連付けて深く理解したりする学習活動を通して、深

い学びにつなげるための単元計画及びワークシートを開発した。 

(2)  課題の整理 

これまで、中学・高等学校においては、教材をどのように読むのかといった「読むこと」

の授業が中心となっており、「話すこと」「聞くこと」といったコミュニケーション能力育

成を意識した取組や、読み取った内容を要約するなどの「書くこと」の言語活動が十分に

行われていなかった。伝統的な言語文化では文法や句法などの知識の習得が中心となって

おり、自国の文化に対する興味や関心がわくような授業を展開するなどの改善が求められ

ている。また PISA2015 の読解力の結果分析によれば、「書いてあることを受け身で捉える

だけではなく、見つけ出した情報を多面的・多角的に吟味し見定めていくことや、情報と

自分の知識等を結び付けたりして考えをまとめていくこと」が求められている。 

さらに、学年が上がるにつれて生徒の学習意欲に課題が生じるといった現状や、学校種

間の接続が十分とは言えず、進学した後に、それまでの学習内容や指導方法を発展的に生

かすことができないといった状況も見られる。 

(3)  現状の把握 

現在、国語学習では、語彙や文章構造を理解し、多様なメディアから読み取ったことを

根拠に基づいて的確に表現すること、資料から適切な情報を抽出したり、複数の資料を比

較・関連させて理解を深めたりすることが必要とされている。全ての学びの土台となる国

語の資質・能力を育成するにあたり、教材依存度の高い知識・技能の教え込みに偏った講

義形式の授業から脱却し、情報環境の目まぐるしい変化の中でも通用する学習の基盤とな

る力を付けるために、「主体的・対話的で深い学び」を目指すときにきている。 

学びの「深まり」の鍵となるのが、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」である。

「見方・考え方」は、新しい知識・技能を、既にもっている知識・技能と結び付けながら

深く理解し、社会の中で生きて働くものとして習得したり、思考力、判断力、表現力を豊

かなものとしたり、社会や世界にどのように関わるのかの視座を形成したりするために重

要なものである。「見方・考え方」が、習得・活用・探究という学びの過程の中で働くこと

を通じて、資質・能力が更に伸ばされたり、新たな資質・能力が育まれたりし、それによ

って「見方・考え方」が更に豊かなものになる、という相互の関係にある。学習の内容と

方法の両方を重視し、子供の学びの過程を質的に高めていくことを目指し、「見方・考え方」

を軸としながら、幅広い授業改善の工夫が必要とされている。 
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(4)  研究の具体的な方法 

今年度の研究開発委員会では、「言葉による見方・考え方」を働かせ、言葉で理解したり

表現したりしながら自分の思いや考えを広げ深めるために、「問題を見いだして解決策を考

える」、「異なる複数の主張を比較して、筆者の主張を明確に読み取る」、「既にもっている

知識に新しい情報を統合し、自分の意見を述べる」学習活動の場面を設定することで、「深

い学び」を実現し、①「情報を多面的・多角的に精査し、構造化する力」、②「自分の思い

を深めるため、構成・表現形式を評価する力」、③「言葉によって感じたり想像したりする

力や、感情を言葉にする力」を育成できるとの仮説を立て、具体的な指導計画、留意点に

ついて協議した。 

具体的には、「情報を精査し、構造化する力を育成する。」、「言語活動を通じて思考力や

想像力を育成する。」との単元を設定した。 

(5)  指導資料１ 【Ａ高等学校】 

ア 単元（題材）名、使用教材 

単元名 情報を精査し、構造化する力を育成する。 

使用教材 「水の東西」 

 

イ 学習目標（育成すべき資質・能力） 

(ｱ)  原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解する。（知識及び技能） 

(ｲ)  情報を多面的・多角的に精査し、構造化する力を育成する。（思考力、判断力、表現力等） 

(ｳ)  主張と根拠を明確にして伝え合う力を高め、思考力を養う。（学びに向かう力） 

 

ウ 単元計画（５時間扱い） 

時 目 標 学習内容・学習活動 

第
１
時 

○知識を相互に関連付ける。具体的

には、仮説を立ててから、本文

に触れさせることで、生徒一人

一人が仮説と検証を行う。 

 

 

○文章の内容を叙述に即して的

確に読み取る。 

○「水の東西」という題名から、次の①～③の視点に沿って内容を

予想し、発表する。 

①東と西は、それぞれどこを指すか 

②水の捉え方が違うと言っていると思うか、あるいは同じだと言 

っていると思うか 

③違う場合、どう違うのか 同じなら、どう同じなのか 

○教師が段落分けを行い、筆者が「鹿おどし」に「なんとな

く人生のけだるさのようなものを感じることがある」のは、

なぜか、考える。 

第
２
時 

○文章の内容を叙述に即して的

確に読み取る。 

 

 

 

○ニューヨークの銀行では、「鹿おどし」より「噴水」の方が

「人々の気持ちをくつろがせていた」のはなぜか、考える。

○「流れる水と、噴き上げる水。」という表現を基に、「東」「西」

はそれぞれどこを指すか、水を使った仕掛けとして、何が

取り上げられているか、まとめる。 

第
３
時 

○文章の内容を叙述に即して的

確に読み取る。 

 

 

○「時間的な水と、空間的な水。」という表現を分かりやすく

言い換える。 

○日本人が噴水を作らなかった外面的な事情と、内面的な事

情をまとめる。 
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第
４
時 

○文章の内容を叙述に即して的

確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や詳述をしたりする。 

○「見えない水と、目に見える水。」という表現を基に、東西

の水の仕掛けの特徴を再度まとめる。 

○文の要旨を 100 字程度でまとめる。 

第
５
時 

○評論における主張には、根拠が

不可欠であることを確認する。

 

○内容や表現の仕方について評

価する。 

○ワークシートの練習問題を解くことを通して、評論文を書

く際のポイントは、「根拠なくして主張なし」（主張には、裏

付けとなる根拠を示すことが不可欠）であると捉える。 

○論の課題（＝「主張」を裏付ける根拠がない）に気付く。 

○文章をどのように改善すれば、説得力が増すか、考える。 

 

エ 「深い学び」につながる具体的な指導計画 

(ｱ)  目標 

○ 内容や表現の仕方について評価する。 

(ｲ)  具体的な指導計画 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

第
５
時 

○筆者の論じ方の問題点に気付く。 

○文章をどのように改善すれば、説得力が増すか、

考える。 

○「主張」に対するどのような「根拠」を挙げれば

よいか、各自で考える。 

○１班４人程度の班に分かれ、筆者の「主張」にど

のような「根拠」を挙げればよいか、班で話合う。

○教師が最初に示した箇所以外に、本文から「根拠」

なき「主張」を、班ごとに見付ける。 

○文章をどのように改善すれば、説得力が増すか、

考える。 

○班の代表者が板書し、口頭で発表する。 

○ワークシートを使用する。 

○本文が「主張を裏付ける根拠が薄弱な文

章である」ことを伝え、筆者の「主張」

を１点、教師が示す。 

○各自で考えた後、班活動に移行し、話合

いと発表を行う。 

 

(ｳ)  活動のねらいと留意点 

文章の改善方法を考える活動を通して、問題を見いだして解決策を考えることで、

「深い学び」を実現する。 

 

○ 筆者の主張と、示すべき根拠 

① 主張…「ニューヨークの銀行」では、「それ（鹿おどし）よりも窓の外に噴き上げ

る華やかな噴水のほうが、ここでは水の芸術として明らかに人々の気持ち

をくつろがせていた。」 

示すべき根拠…「ニューヨークの銀行」で「鹿おどしよりも、噴水の方が、人々

の気持ちをくつろがせていた。」ことを示す、客観的なデータ（例え

ば、やってきた人を対象にアンケートを取るなどして） 

   

② 主張…「『鹿おどし』は我々に流れるものを感じさせる。」 

示すべき根拠…「我々」が指す対象を明確にした上で、「我々」が『鹿おどし』に

「流れるもの」を感じていることが分かる、客観的なデータ（「我々

を対象にアンケートを取るなどして） 
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オ ワークシート 

  文章に説得力をもたせるためには、「主張」を裏付ける根拠が必要であることを理解さ

せるためのワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（
練
習
問
題
） 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
に

つ
い
て
、
資
料
を
基
に
論
じ
な
さ
い
。 

 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と

は
、
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
か
ら
だ
。

 

（
資
料
） 

旅
客
一
人
を
１
㎞
運
ぶ
の
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
（
平
成

二
十
七
年
度 

国
土
交
通
省
資
料
） 

            

○
評
論
の
特
徴
…
…
筆
者
が
自
己
の
（ 

 

）
を
、（ 

 

）
を
示
し
て
述
べ
る
。

○
授
業
で
取
り
組
む
こ
と 

 

「
主
張
」
の
「
根
拠
」
が
示
さ
れ
て
い
る
か
確
認 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

 

ど
の
よ
う
な
「
根
拠
」
を
示
せ
ば
説
得
力
を
も
つ
か
を
考
え
る
。 

（
質
問
） 

１ 

以
下
の
箇
所
の
説
得
力
を
増
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
を
示

す
と
よ
い
か
。
「
な
ぜ
な
ら
」
に
続
け
る
形
で
書
き
な
さ
い
。 

 
  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
で
は
人
々
は
あ
ま
り
に
忙
し
す
ぎ
て
、
一
つ

の
音
と
次
の
音
と
の
長
い
間
隔
を
聴
く
ゆ
と
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ

た
。
そ
れ
よ
り
も
窓
の
外
に
噴
き
上
げ
る
華
や
か
な
噴
水
の
ほ
う
が
、

こ
こ
で
は
水
の
芸
術
と
し
て
明
ら
か
に
人
々
の
気
持
ち
を
く
つ
ろ
が

せ
て
い
た
。 

    

２ 

以
下
の
文
章
か
ら
、
根
拠
を
示
す
こ
と
で
説
得
力
が
増
す
と
考
え
ら

れ
る
箇
所
を
探
し
、
傍
線
を
引
き
な
さ
い
。 

 
  

見
て
い
る
と
、
単
純
な
、
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
、
無
限
に
い
つ
ま
で

も
繰
り
返
さ
れ
る
。
緊
張
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
、
し
か

し
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
曇

っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
、
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
い
や
が
う
え

に
も
引
き
立
て
る
だ
け
で
あ
る
。
水
の
流
れ
な
の
か
、
時
の
流
れ
な
の

か
、
「
鹿
お
ど
し
」
は
我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
れ
を

せ
き
と
め
、
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て

や
ま
な
い
も
の
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

  

３ 

２
で
傍
線
を
引
い
た
箇
所
の
説
得
力
を
増
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
根
拠
を
示
す
と
よ
い
か
。「
な
ぜ
な
ら
」
に
続
け
る
形
で
書
き
な
さ
い
。 

 

な
ぜ
な
ら
、 

な
ぜ
な
ら
、 

自 家 用 乗 用 車  

航 空  

バス 

鉄 道  
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(6)  指導資料２ 【Ｂ高等学校】 

ア 単元（題材）名、使用教材 

単元名 情報を精査し、構造化する力を育成する。 

使用教材 岩井克人「マルジャーナの知恵」…（Ａ） 

西垣通「ネットとリアルのあいだ」…（Ｂ） 

補助教材 養老孟司「養老孟司の人間科学講義」…（Ｃ） 

山崎正和「教養の危機を超えて」…（Ｄ） 

参考教材 岩井克人「資本主義と人間」…①  鷲田清一「誰かの代わりに」…② 

 

イ 学習目標（育成すべき資質・能力） 

(ｱ)  比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方について理解を深め、それらを使う。 

  （知識及び技能） 

(ｲ)  情報を多面的、多角的に精査し、構造化する力を育成する。（思考力、判断力、表現

力等） 

  (ｳ)  文章を比較し、異なる主張を明確に読み取り、思考力を養う。（学びに向かう力） 

 

ウ 単元計画（10時間扱い） 

時 目 標 学習内容・学習活動 

第
１
時
～
第
３
時 

○文章の内容を叙述に即し

て読み取る。 

○教材Ａ「マルジャーナの知恵」の全文を読み、第１段落から第４段落

までの全体の構成を把握する。 

○疑問点、授業で考えたい箇所を指摘、感想とともにノートに記述する。

○第３段落までの内容を読み取る。 

○第４段落を音読し、「産業資本主義」、「商業資本主義」、「現代の資本

主義」、「情報の商品化」の４項目を、ジグソー法を用いて説明し合う。

○前時で扱った４項目について、ノートにまとめ、ペアでプレゼンテー

ションを行う。 

第
４
時 

○文章の内容を叙述に即して

的確に読み取ったり、必要

に応じて要約したりする。 

○参考教材①を読み、教材Ａとの主張の相違点を指摘する。 

○教材Ａを 150 字及び 100 字で要約する。 

第
５
時
～
第
８
時 

○文章の内容を叙述に即し

て的確に読み取る。 

○教材Ｂ「ネットとリアルのあいだ」の本文を４人グループで音読し、

授業で考えたい箇所を指摘する。 

○本文を意味段落に分ける。 

○第１、２段落の内容を読み取る。 

○情報の定義を整理し、具体例を用いて説明する。 

○第３段落以降の内容を図や言葉を用いながらノートにまとめる。 

○参考教材②を読み、この教材を扱った理由について考える。 

○「近代社会のテーゼ」、「私（自己）のリアル」、「社会的メガマシン」、

「右脳に基づく身体的自己」について、具体例を用いて説明する。 

第
９
時 

○文章の構成や展開を確か

め、筆者の意図を捉える。 

○教材Ａ、教材Ｂについて、①「情報」の定義と②筆者の主張③筆者の

学術的背景について、作業プリントを用いてまとめる。 

○補助教材Ｃ「養老孟司の人間科学講義」、補助教材Ｄ「情報の危機を

超えて」の内容を読み取る。 
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第
１０
時 

○文章の構成や展開を確か

め、筆者の意図を捉える。 

○教材Ａ、Ｂ及び補助教材Ｃ、Ｄについて、作業プリントを用いてまと

め、４人の筆者が、「情報」をどのように捉えているのか、相違点を分

析する。 

エ 「深い学び」につながる具体的な指導計画 

(ｱ)  目標 

○ 文章の構成や展開を確かめ、筆者の意図を捉えることができる。 

(ｲ)  具体的な指導計画 

(ｳ)  活動のねらいと留意点 

評論文において、筆者は言葉の定義を独自に行うことがある。一般的な語義とは異

なる筆者独自の定義付けや、そこから導き出される主張を的確に読み取る能力を身に

付けるために、この単元を設定した。今回は４人の筆者の読み比べを行い、語の定義

付けの違いや、その定義が主張とどのように関わるのかを分析させた。また主張が展

開されるに至った筆者の背景を調査し、それぞれの筆者の主張を、他の筆者の文章と

比較して筆者の主張を読み取ることで、「深い学び」を実現する。 

今回取り上げた「情報」というテーマは、情報社会の渦中にいる生徒たちにふさわ

しい題材であると考えた。この単元のまとめのレポート課題として、情報社会の課題

を一つ挙げ、その解決策を論じさせた。 

 

 

 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

第

９

時 

○教材Ａ岩井克人「マルジャーナの知恵」、教材Ｂ西垣

通「ネットとリアルのあいだ」を再読し、 

①情報をどのように定義しているのか。 

②定義付けによって筆者は何を主張しているのか。 

③筆者の専門分野、学術的な立場はどのようなものか。

について作業プリントの指示に従いまとめる。 

○教材Ａ、教材Ｂの①～③についてプリントを用いて説

明する。（ペアワーク） 

○補助教材Ｃ養老孟司「養老孟司の人間科学講義」を音

読し、ＡやＢとの相違点に注意して内容を読み取る。

○補助教材Ｄ山崎正和「情報の危機を超えて」を黙読し、

読み取った内容を確認する。（ペアワーク） 

○各教材を①②③の観点で捉えやすいよう

に１枚にまとめた図表を使用する。生徒は

その図表内の指示に従い、本文の語句や図

を用いながら、それぞれの筆者の意見をま

とめるように指示する。 

○教材Ａ、Ｂのまとめの作業であり、論をま

とめながら観点を意識する。 

○補助教材Ｃは、教材Ｂの内容を補完するも

の。「情報とは～」と書いているため、分

かりやすい。補助教材Ｄは、Ａ、Ｂ、Ｃと

相互に関連し合うが、情報の定義付けがさ

れておらず、読み取るのが難しいため、他

の生徒と協力するなどして読み取らせる。

第

10

時 

○前時の続き。補助教材Ｃ、Ｄについて、 

①情報をどのように定義しているのか。 

②定義付けによって筆者は何を主張しているのか。 

③筆者の専門分野、学術的な立場はどのようなものか。

をプリントにまとめる。 

○教材Ａ～Ｄの相違点や、筆者の主張と学術的な立場の

関係などを分析する。 

○Ｄの読解は難易度が高いため、他の生徒と

協力して読解するよう指示を出す。 

○まとめながらそれぞれの主張を関連付け

させるように声を掛ける。 

○筆者の学術的な立場を調査するために、Ｐ

Ｃ教室を使用する。また、学校図書館及び

区立図書館から、４人の著書を準備し、生

徒の主体的な活動を促すようにする。 

○授業後、「情報社会について」の課題を挙

げ、解決策を論じるレポートを提出する。
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